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＜概要＞	
 

	
 本研究では、1980 年代から長期的に学び、

様々な教師修業をしている教員に焦点を当てる。	
 

	
 活発にネットワークを構築してきた山口県で

勤務する教師が「どのように同僚性・地域の枠

を超えて、非同僚である他校の教員や、校種の

違う教員、教員以外の職種の人から学んでいた

のか」「その場でどのように学びのネットワーク

を構築してきたか」についてインタビューをす

る。それを元に、その教師の周りのネットワー

クについてどのように機能しているか、現代ま

でにどう変化してきたかについて分析し、明ら

かにする。	
 

	
 

	
 第 1 章では、現代の教師が置かれている状況、

教員の学び方について論じた。特に、同僚性の

考え方を基盤においた教員研修と、教師自身の

自己研修、研究団体等の研修を例に上げた。こ

こでは、現代のことだけでなく、インターネッ

トが普及する以前から、民間教育運動、教育技

術の法則化等があったことを論じている。	
 

	
 第 2 章では、研究の目的、方法について述べ

た。本研究では、1980 年代から活発にネットワ

ークを構築してきた教員が、具体的にどのよう

にネットワークを構築してきたのかを明らかに

することを目的とし、そのために、インタビュ

ー調査を行った。	
 

	
 第 3 章では、インタビューの対象の選定の仕

方、インタビュー調査を通して明らかになった、

一人の教員の周り文脈の中でネットワークがど

う存在するか、また、そのネットワークがどの

ように機能し、どのように変化していったのか

を分析しながら論じた。	
 

	
 第 4 章では、第 3 章の分析をもとに研究の成

果と今後の課題について述べた。	
 

	
 今回、調査対象にした教師は、多くのサーク

ルに参加し、自らでもサークルを作成し、様々

な場で学んできている。このような様々な「人

との出会いと繋がり」がネットワークを作る上

で大きな影響をあたえた。そして、このネット

ワークを、直接的に会うだけでなく、メーリン

グリストや Facebook グループを通して広げて

いったこと、若い教師を育てる方法として使用

しているということ、を研究の成果として述べ

た。	
 

	
 一方、今回は、調査段階でのインタビューに

問題があり、ネットワーク構築について上手く

分析できなかった点が多かったこと、対象を増

やし、もっと幅広い分析をすることのの 2 点が

今後の課題として挙げられた。	
 


